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1 . ICカードの登場
クレジットカードと同一のプラスチックカードにコンピュータである半導体を内
蔵させた ICカードがフランスで発明されてから久しい。厚さ O.76mmのプラスチ
ックカードの中に埋め込まれた 1個の半導体で構成されたコンピュータは，もの
によるが 3mm四方程度のものである。これは 8ピットの CPU，256ピットの
RAM， 8Kピットの ROMを備えた，一人前のコンビュータなのである。電源は
ないので使用時に外部から供給する仕掛けになっている。フランスでは電話用の磁
気カードの偽造が多くて問題となり，その対策として電話用 ICカードが普及した
という。そう，磁気カードは磁気面がむき出しで知識ある者ならアパートの2階で
簡単に偽造できる代物なのである。これに対して ICカードはコンピュータを内蔵
している。第1にコンピュータはアパートの 2階では作れない。第2に顕微鏡とピ
ンセットで改造できるレベルではない。第3に暗号計算を内部で処理するから鍵が
厳重にかかっている。だから偽造に対して極めて高耐性なのである。もっとも億単
位の金をかけ，優秀な学者や技術者を解読にはり付ければ中が読めないわけではな
い。しかし経済転覆を狙う，ならず者国家でない限りこういうことは算盤に合わな
いからやれそうもない。ということで ICカード登場の眼目はセキュリティにある
のである。そして良くも悪くもこの「偽造対策」というサービス提供業者の論理が
ICカードを市場に持ち込んだのである。一方，磁気カード以上の機能を欲しては
いない消費者側の論理は含まれてはおらず，ここから ICカードへの鼓誉褒庇が展
開することになる。
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2.電子マネー
クレジット企業や金融機関という，セキュリティ向上を狙いたいサービス提供業
者と， ICカード関連のハードウェア，ソフトウェア，システムインテグレーショ
ンの新分野ビジネス展開を狙う製造業界との思惑が一致したということは理解され
易いと思う。こういう動向の盛り上がりである第3の波が1996年に起こった。その
最初の取り組みは「電子マネー」である。電子マネーとは通貨が，貝殻，金貨，免
換紙幣，非免換紙幣，ときたその次に位置する通貨である。電子的にデジタルな数
値になった現金なのである。そう，間違いなく現金なのである。代表的になった英
国の Mondex社が開発して事業展開を試みている Mondexマネーは ICカードに
デジタルな数値として蓄えられる。電子マネーをいい加減に生成し，いい加減に蓄
えるわけにはいかない。例えば「ハードディスクに書き込む」という形で電子マネ
ーを残したら安全で、はないし，信用もできない。なにかこう人間の考え方や身のこ
なしに合致する形の安全性・信用性というものが必要になる。ここで登場するのが
ICカードである。 ICカードのコンピュータを金庫とみなすのである。ここで質問。
パソコンの中にあるハードディスクと，ぺらぺらなプラスチックカードに埋め込ま
れたチャチな半導体とどっちが信用できるのか? もちろん後者である。詳細は省
くがそれは目的も用途も作りも仕掛けも後者がセキュリティ用になっているからで
ある。
電子マネーは次世代のビジネスのホープとして Mondexマネー ， Visaキャッシ
ユ，スーパーキャッシュなどが日本の幾つかのエリアで実証実験を実施した。しか
し期待に反して結果は思わしくない。惨憎たる状況である。そもそも ICカードの
電子マネーを決済に使う層は小売業と消費者である。この 2つの層には実証実験そ
のものからは何のメリットも引き出せなかった。聞き取り調査によれば庖員は不慣
れな操作を強いられたうえ，売り上げ増に結びつかない新しい仕掛けをカウンタの
下に隠したという。消費者としてもなんの特典もない，どこで使えるかも分らない
ICカードは，最初はもの珍しくてもそのうち忘れてしまうのが当たり前である。
3.でも非接触で…
ここまで ICカードを取り巻く状況を悲観的に説明してきた。しかし ICカード
は人々の生活に役に立ち，便利で，安全なものであるから穏やかながら必ず普及し
ていくと考える。そしてそこから派生する新しいビジネスが生まれると考える。そ
のあたりを以下に見てみよう。
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小売庖は「それによって売上げと利益が伸びる仕掛け」には投資する。現在 IC
カード決済に関してこのような美味しい話を小売業者に提供するようなものは見当
たらない。一方消費者は，見栄などの要素もあるが，より簡単には便利・安い・安
心の3点で決済手段を決める。ょいと分ったら相転移する形で新しいものに移る。
ICカード関係で消費者にこの点を叶えていると考えられるものが交通機関のため
の，非接触 ICカードによる乗車券と定期券である。「非接触」とは電波で情報の
やり取りを行うことを言っているのだが，人間の感覚では「手に持ったまま離さな
いで」とか「定期入れに入れたままで」とか，あるいは「ポケットにいれたままで」
という語に翻訳できる。この実用化の大きなものが JR東日本の SUICA(スイカ)
である。始まって1年経った2002年10月段階では定期券150万枚，乗車券150万枚が
発券されたと発表があった。 SUICAは実際に使ってみると分ることだが便利で
「私J的である。便利性は言うまでもない。「私」的とは自分の乗車券が自分から離
れず，駅員とも接触がなく，自分のみで完結する気分である。これは現代人には受
け入れ易い気持であると考える。 300万人が全体のどの程度なのかは未確認だが頻
繁に電車に乗る人は SUICAに移行していくものと考える。
さて， SUICAにはプリペイドの形でバリューが入っている。 2万円までは何回
でも入金することができる。今これが JR東日本の乗車料金として機能している。
では駅ホームの自販機で飲料やたばこが買えるようになったらとしたらどうだろ
う。更にキオスクで買い物の決済に利用できたらどうだろう。先行の電子マネ}の
失敗を目にしてか，関係者は SUICAの電子マネ}化には慎重なように見受けられ
る。しかし， SUICAを買い物決済に利用させるという考えはもっているようであ
る。この成功の鍵は誰が握るか? それは消費者である。そして上手く誘導すれば
過去の電子マネーとは違って発展する可能性がある。
4.マルチアプリケーションも
ICカードは磁気カードに比較して大きな性能を持つ。磁気カードが最大約70文
字を記録するのに対して ICカードは2桁も 3桁も大きくなる。だから 1枚の IC
カードに沢山の用途を入れ込んだらどうかという発想が出てくる。例えば身分証明
書，学生食堂用キャッシュ，図書貸借というふうに複数のサーピスアプリケーショ
ンを 1枚の ICカードに相互干渉がないようにして入れ込むことをマルチアプリケ
ーションという。複数の磁気カードが1枚に収まるというのが誰でも考えるメリッ
トである。この点で将来，人は1枚の ICカードで用を済ませられるかという議論
が出てくる。正解は，人はその人が好きなだけカードを持つということだろうと考
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える。しかし，こういうことよりもっと大きな特徴がマルチアプリケーションでは
出てくる。それは今一体化しているカード発行とサービス提供の 2つ機能が，マル
チアプリケーションではこれが分離して，相互に乗り合いができるということであ
る。つまり A企業発行の ICカードに B.あるいは C企業提供のサービスが相乗り
するということである。簡単な例では，広島経済大学の身分証明書を ICカード化
するにはコストがかかり過ぎるとして，どこかの銀行がキャッシュカードを ICカ
ードするときに，その一角に広島経済大学の身分証明アプリケーションを乗せても
らうというしかけである。キャッシiカードは銀行発行だが，その上に乗る身分証
明は広島経済大学が提供するもので，責任と権限の分界も明確にするのは当然のこ
とである。つまりハードとしてのパソコンに，ダウンロードされた複数のソフトが
走るという状況と同じになる。
ただ，セキュリテイ上の問題でカードやアプリケーションは認定機関経由という
のも必要になるだろう。とにかくマルチアプリケーションは消費者に選択の自由を
与える点で受け入れ易いものであると考える。マルチアプリケーションの恩恵を最
大に受けるのは ICカードを発行したい，あるいは発行しなければならない団体で
ある。
5.政府と自治体
電子政府の一環として ICカードはある一定の役割を果たすことを期待されてい
る。それは住民を電子的に行政にアクセスさせるときには電子的身分証明書が不可
欠だからである。
2003年8月には全国の市町村は住民基本台帳法に基づき，住民基本台帳カード
(ICカード)を希望住民に交付しなければならない。この ICカ}ドには基本4情
報というのが乗ることになっている。それは氏名・性別・生年月日・住所である。
これは ICカードに乗せる情報としては小さすぎて容量が余ってしまう。ここで登
場しそうなのがマルチアプリケーションによる相乗りである。一応，自分の都合だ
けいうのはよくないという思いなのかここは「相互乗り入れ」という互譲の精神を
掲げてある。費用捻出に頭が痛い中，法律の後押しで後に引けない自治体，なんと
か偽造を防ぐためクレジットカードを ICカード化したいクレジットカード企業な
どこういうところが解決を模索している状況である。ただし，デフレのなかで先行
きのビジネスの牽引力になるとは思えない ICカードに今どれくらい取り組めるか
は疑問ではある。
元に戻るが現在，消費者が唯一評価しているのが前述の SUICAである。 SUICA
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は ]R東日本の限られた地域でしか使用されていないが， ICカード普及の突破口
になる可能性をもっている。
6.バーチャルソサエティ(夢)
どこでもいつでも誰とでも何とでも，というユーピキタス (ubiquitous)の実現
やバーチャルソサエティの実現の夢がある。このとき「何とでも」にもやはり無線
タグを付けるアイデアが出ている。「誰とでもJの人に最適なのが ICカードであ
る。形状はカードではなく，指輪とか腕輪とかの形態も考えられている。つまりバ
ーチャル世界に入るときの入館証として機能するのだ。自分の魂としての IDと落
としてはならない貴重情報を身につけてバーチャル世界で記号を消費するのだ。携
帯電話にも早晩内蔵されるのだ。
以上 ICカードの浮沈について状況を述べたが，磁気カードに比較して価格が高
い(10-20倍)を吸収できるほどのアプリケーション(キラーアプリという)が見
つからないため足踏みしている状況である。しかし個人の IDを示す重要なもので
あり，また便宜性から将来的には大きく成長するものと考える。
